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■ピロリ菌とは？
　ピロリ菌は、正式名を「ヘリコバクター・ピロリ」と言って、
人間の胃の中に住んでいる0.005mmくらいの小さならせん
状の細菌です。ピロリ菌が、胃酸を中和する酵素を出しなが
ら、胃の中で生きているということがわかったのは1980年代
です。その後、ピロリ菌が「胃炎」や「胃潰瘍」、「十二指腸潰瘍」、
そして「胃がん」の発症にも、密接に関係していることがわか
りました。

■ピロリ菌と胃がん
　胃がんは、世界中で最も多く発生するがんで、中でも日本人
は胃がんの発症率が非常に高く、近年でも年間12万人以上が
新たに胃がんと診断され、4万5千人が胃がんで亡くなってい
ます。2017年の日本人のがんの部位別死亡率では、胃がんは男
性では肺がんについで第2位、女性では第4位となっています。
日本人の胃がんは、95％以上がピロリ菌に感染していて、ピロ
リ菌は胃がんの重要な原因と考えられています。

■ピロリ菌感染率
　日本では、約6000万人がピロリ菌に感染していると言われ
ています。しかしながら、高齢者では70～80％の感染率です
が、40代だと30～40％、20代では20％以下と、どんどん低下
してきています。それに伴い、ピロリ菌に関連する胃潰瘍や胃
がんなどの病気が徐々に減少してきています。

■ピロリ菌除菌治療
　除菌治療はまず2000年に胃潰瘍および十二指腸潰瘍に保
険適応となりました。その後、段階的に適応疾患が増えて、
2013年にはヘリコバクター・ピロリ感染胃炎が適応疾患とな
りました。ただし、感染診断および除菌治療が保険適応の対象

となるのは「内視鏡検査によって胃炎の確定診断がなされた
患者」とされており、保険治療のためには胃カメラで胃炎の診
断を確認する必要があります。
　除菌治療によりピロリ菌がいなくなると、慢性胃炎の改善、
胃潰瘍・十二指腸潰瘍の再発抑止など様々な効果が期待されま
す。さらに近年では除菌治療により胃がんの発生頻度が低下す
るとする報告があり、除菌治療には胃がんの抑止効果も期待さ
れています。しかしながら、除菌後に発生する胃がんも報告さ
れており、除菌後も定期的な胃がん検診が勧められます。

■胃がんの早期発見と治療
　胃がんの診断において早期発見は重要です。早期発見によ
り、胃がんが治癒する可能性は高くなります。さらに、ごく早
期の段階で見つけることによりお腹を切らずに内視鏡手術に
より胃がんを摘出することができます。当院では早期発見の
ための胃内視鏡検査および胃がんを含む消化管がんに対する
内視鏡治療にも積極的に取り組んでおります。

内視鏡センターを拡張しました。安全で快適な検査をお受けいただけます。

待合室も広くなり、院内前処置も安心して行っていただけます。

更衣室、トイレの数も増えました。車いすでも余裕をもってお使いいただけるトイレになりました。


